







































































































































































































































新作能のところで紹介した〈無明の井〉も THEATRE of YUGENのバー














えている例ということになる。この THEATRE of YUGENの芸術監督に
２０１４年、石田淡朗が就任した。和泉流狂言方石田幸雄の子として幼い頃か
ら能や狂言の稽古を重ね、その後ロンドンで演劇の勉強をし、世界を舞台に
活動する人物が THEATRE of YUGENにかかわるようになったということ
の意味は大きいだろう。ここから何か新しいものが広がっていくのではない
かと個人的には大いに期待している。
なお、セミナーの３日目に講演をお願いした細川俊夫氏のお仕事は演劇で
はなく音楽の領域ではあるが、やはり能の音楽のエッセンスが西欧のオペラ
や音楽に刺激や影響を与えて新しいものを生み出していく例となるものとと
らえている。
Ⅲ 能を取り巻く人々
能を取り巻く、能を支えている人々という問題も考えてみたい。能楽社会
の中枢に、能役者がいるのは言うまでもない。「命をかけてやっている」と
言われる方も多い。何世代にもわたって芸を伝えている家もある。そこに制
度として家元制度があり、中心（あるいは頂点）に宗家がいて、そのまわり
に名家といわれるような家、あるいは、流儀により違いはあるが弟子を育て
ることができる家などがあり、またそのすぐそばに、そういう歴史や権限を
持たないプロの能楽師がいる。その外にセミプロ（兼業）の人たちがいて、
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その外に、プロやセミプロ以外の広義の素人がいる…というような、同心円
（またはピラミッド）のようなものが描けるわけだが、このそれぞれのグ
ループの割合や相互の関係は、時代とともに変わってきているし、いちばん
外側の「素人」とどのような関係を構築していくのかということも、今後の
能楽の発展にとって重要なテーマとなっていくだろう。
広義の「素人」の中には師匠について稽古をしている「素人弟子」（能の
世界で「素人」と言えば普通はこの人たちのことだった。いわば狭義の「素
人」）もいれば、いっさい稽古はしないで純粋に能の観客として能を鑑賞す
る人たちも多くいる。評論家や研究者、「能楽関係者」と言われるような
人々もいる。観客の外側には、能について少しは知っているけれど見たこと
はないという人たちも、そもそも能と歌舞伎の区別もつかない人たちもいる。
逆に「素人弟子」の中にも、稽古も熱心にするし各流の能も幅広くたくさん
観るという人もいれば、稽古はするけれども能はほとんど観ない人、自分の
先生の舞台しか観ない人、自分が習っている流儀以外は観ない人等々、様々
なレベルの観客がいることになる。
もともとパトロンに頼る形で続いてきた能楽は、近代以降こういう素人弟
子たちに支えられて独自の興行スタイルを確立してきた。昔は、能について
考えるときの同心円はセミプロの外側の「素人弟子」（狭義の素人）で留め
ても良かったのだが、それはこの「狭義の素人」が観客としてパトロンとし
て支えてくれていたので、さらに外側の「縁無き衆生」にまで働きかける必
要が無かったからだともいえる。
だが、素人弟子の減少、残った素人弟子の高齢化等々、近年そのスタイル
が壊れ始めており、そのことに気づいた先見の明のある役者たちが、新しい
社会にふさわしい興行形態を手探りし、素人弟子の外側に広がる新しい観客
層を開拓しようとしているというのが現状である。こうした興行上の工夫に
ついては観世喜正氏や野村万蔵氏との対談、網本尚子氏の報告等を参照して
頂ければと思う。
こうした動きはまた、若い層へのアプローチということで、教育とも深く
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関わってくる。日本文学や芸能史などとは縁のない大学生たちへの授業に関
する報告が竹内晶子氏によって為されているが、音楽の授業などで小中学生
が能や狂言の謡や舞、囃子の実技などを体験する機会も増えている。とはい
え、小中学生は能楽だけでなく他の和楽器や邦楽も学ぶことになるので、す
べての印象が混ざってしまう可能性もあり、こうした体験が将来の能楽愛好
者や観客の拡大へと直接に結びつくかどうかは未知数であるが、たとえ他の
邦楽と混ざった誤解であっても「楽しかった」という記憶が残ってくれるの
は良いことだろう。児童・生徒だけでなく、授業で能や狂言を扱わねばなら
ない教師たちへの講習なども試みられていることを書き添えておく。
若い世代へのアプローチということでは、もう１つ、インターネット社会
ということも考えていく必要があろう。新聞も読まずテレビも観ないで情報
はインターネットで得るという人が増え、大学も全部ネットを通して講義す
るようになるかもしれないというような時代に、我々はさしかかっている。
昔なら、有名な評論家がテレビで言うことを多くの人が「そうか」と思って
聞いていたのが、今ではすぐにネットで「炎上」して、「あいつはあんなこ
とを言っているけれどもデタラメだ」「わかりもしないのに偉そうなことを
言っている」などと批判されたりするのである（その批判自体が的外れなこ
ともあるがそれはまた別の話として措いておく）。つい最近も YouTubeに、
アメリカの１１歳の女の子がこの YouTubeで見たダンスを６カ月間独学した
だけで、もうプロのダンサーも顔負けぐらい上手になってしまったという映
像が載っていた。
そのような時代に、能だけが昔ながらのスタイルを守っていくことは本当
に可能なのだろうか。「守っていかなくてはいけないのだ」という立場は絶
対にあるだろうと思う。中枢というのはそうやって伝統を死守していくもの
なのかもしれない。上記のダンスと同じことが能でもできるとは（山中自身
が保守的なのかもしれないが）、実は思えない。だが、今から１０年前には今
日のようなインターネット社会は想像できなかったことも事実であり、世界
はたしかに急激に変わっている。素人の稽古などには伝統的な方法と並んで
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ITを活用した方法なども採り入れられていく可能性はあるのかもしれない。
もう一つ、少し方法を変えれば、従来とはまったく違ったところに、能に
興味・関心を持ってくれる新しい層がいるのかもしれないと考えさせられた
事例を挙げてみたい。２００９年、ニコニコ動画上に、「ボカロが伝統芸能に興
味を持ったようです＿能楽仕舞「鶴亀」」という動画（http://www.nicovideo.
jp/watch/sm７６９７３２５）がアップされた。ボカロ（ボーカロイドとも）はヤマ
ハが開発した音声合成技術を利用したキャラクターのことである。
動画を一見すれば判るように、扇は民謡を踊る時に使うような扇、しかも
ブーツを履いたまま舞っている。ニコニコ動画上ではリアルタイムでコメン
トが流れるので、そこには「せめて着物にしろよ」「ブーツは脱げ」等、誤
りを指摘するコメントもあったが、それでも一時はこれが「踊ってみたラン
キング５４位」の視聴数を得たという（作者のコメント）。現在、能楽堂の観
客席には空席が目立ち、観客の高齢化も一目瞭然である。そういう時に、こ
のボカロの動画ひとつで通常の公演やまた NHKの放送などでは届かない層
に、いろいろ間違いはあるにしても、能というものの存在を知らしめること
ができるということである。これを受け入れるか、受け入れないか。判断は
難しいが、「ホンモノの能」の外側に、昔なら結婚式で能には聞こえないよ
うな〈高砂〉の謡を謡う人たちの文化があったけれども、今はそのかわりに
ボカロに仕舞を舞わせて楽しむ人たちの文化がある、という風に考えること
はできるかもしれない。
以上、現代の能楽をとりまくさまざまな状況や問題点、従来の価値観を少
し変えて考えてみたいことなどを、はなはだ未整理かつ浅薄な形ではあるが、
ピックアップして並べてみた。ここで提起した問題点にかかわる議論や一種
の（現段階での）解決策、能役者の側からの立場表明などは、本書掲載の各
論考に記されていることが多い。何度も繰り返していろいろな方向から取り
上げられている話題もある。冒頭にも記したとおり本稿を「予告編」とし、
詳しい議論は個々の報告や討議をお読み頂くようお願い申し上げる。
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